
会議録（要点筆記） 

会  議  名 令和７年度 第４回米原市社会教育委員会議 

開 催 日 時 令和８年３月 17 日（火）午後７時 00 分から午後８時 00分まで 

開 催 場 所 米原市役所本庁舎 会議室３DE 

出席者および 

    欠席者 

出席者：大谷委員長、福永副委員長、澤村委員、清水委員、南家委員、 

村瀬委員、和氣委員 

事務局：生涯学習課 平山課長、中村補佐、久保主査 

欠席者：庄委員、岩﨑委員、河居委員、川﨑委員、馬渕委員 

協議事項等 ・令和８年度の活動内容について 

結      論 

（決定した方針等） 

・次年度の会議予定の確認を行った。 

・上半期は、子どもの気づきにつながる体験等を検討するため、先進地視察

および子どもへのニーズ調査を実施する。 

協議経過・概要 

 

１ 開 会 

※半数以上の委員が出席のため、本会議の成立を報告 

（12人中７人） 

 

２  課長あいさつ 

  

３ 令和８年度の活動方針について 

【資料】により事務局から説明 

○前回会議のふりかえり。 

  ○令和８年度の事業スケジュール 

   ・１回目の会議で先進地等の視察を計画 

 

委員長）委員の意見により年４回の活動内容を決めていきたい。 

どんな体験を提供していくかを絞りたい。委員の思いを確認するために付

箋に提供したい内容を書いてください。 

委員）守山市で実施されている学校空き教室で体験活動を提供している団体

（一般社団法人 yoursihp）の記事を持参したので参考にしていただきた

い。 

事務局）米原の強みとして学童クラブが学びあいステーションにある、学び

あいステーションを会場にできると学童から体験活動して学童に戻ると

いう動線がとれる。 

委員長）子どもが求める内容、素材を提供したい。 

押し付けになるのは避けたい。 

 いくつかの選択肢を提示して子どもに選ばせたい。 



副委員長）子どもの状況はいろいろ、学童に通っている子どもはやること、

体験することがある。家に居る子どもにどのようにアプローチするかが重

要かと思う。 

委員）子どもにアンケートを取って、やってみたいこと、欲しいものを子ど

もが集まるイベントで聞いてみてはどうか。 

副委員長）子どもの体験レベルによって回答が変わってくる。年齢ごとに実

施する必要がある。 

委員長）対象者の年齢を絞って子どもの意見を聞く機会をどこかで作っては

どうか、事務局に調整をお願いする。 

事務局）yourship の活動を視察すると子どものニーズもつかむことができ

る。新年度には、学校とも協議し調整する。 

副委員長）先進地の視察も良いが、地元でも青少年市民会議や子ども会育成

連合会などで体験活動があるのでそれらも調べた方が良い。 

事務局）地元の活動について、コミュニティ・スクールでも類似事業がある

ので一度情報を整理する。 

以上 

 

会議の公開・非公

開の別 

■開示 □一部開示（根拠法令等：        ） 

    □非開示 （根拠法令等：        ）    

全部記録の有無 会議の全部記録  □有 ■無  録音テープ記録 ■有 □無 

担 当 課 生涯学習課（電話 53-5154、内線 2146） 

 


